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NPO 市民フェスティバル

輪っはっは…福縁で行こう！

会場：きらっと多目的ホール、田無公民館

本年は、節分の日に４３団体の参加を得て、市

民と交流の輪が、笑顔で広がります。

参加団体を「子育て」グループ、「福祉」グル

－プ、「まちづくり・社会」グループ、「環境」グ

ループ、「シニア」グループ、「情報・教育」グル

ープ、「芸術・文化・スポーツ等」グループの７

ジャンル別に、南町スポーツ・文化交流センター

きらっと・多目的ホールで、各団体による展示と

発表、パフォーマンスはバンド演奏や舞踊。

西東京市発祥の日本けん玉協会松永義希名人

（同協会理事長、七段）による模範演技、同じく

西東京を発祥とした江戸むらさき会（代表濱野敏

郎氏）の協力で、新春にふさわしい江戸凧の展示。

午後には、NHK の人気番組だった「難問解決！

ご近所の底力」の黒川ディレクターによるビデオ

上映を交えたクイズ形式の講演があります。

また、田無公民館の視聴覚室では、昨年西東京

市市民映画祭のグランプリ優秀作品の上映や参

加団体によるバンド演奏。会議室では、子どもコ

ーナーを設け、子どもの遊びや江戸凧の展示、親

子で楽しむけん玉教室などの催し物があります。

その他の参加４１団体は次の通りです。

こそだてフェスタ＠西東京 2013、赤ちゃんサロ

ンひなた、エクラアニマル、NPO 法人子どもア

ミーゴ西東京、ラララ♪MaMa、西東京子育てコ

ム、西東京市社会福祉協議会、ハンディキャッ

プサポートウーノの会、ばんびの会、NPO 法人

世界の子どもたちに暖かいセーターを送る会、東

大農場・演習林の存続を願う会、都市計画道路田

無 3・4・7 を考える会、NPO 法人西東京市多文

化共生センター、NPO 法人西東京花の会、NPO
プラス・ド・西東京、フロムジャパン多摩、べい

てぃーず、匠リニューアル技術支援協会、西東京

わかち合いの会、学び塾猫の足あと、ラマミトゥ

ルの会、環境サポーターはちどりの会、環境まち

づくり NPO エコメッセ、西東京自然を見つめる

会、防災安全協会、復興支援開発機構、MeC 西東

京、あんしん終活相談センター、きらっとシニア

倶楽部、NPO 法人西東京 NPO 推進センターセプ

ロス、仙人の家コミュニティカフェ、ミズ・モモ

コカラオケ倶楽部、NPO法人稲門寺子屋西東京、

多摩六都科学館、ARTE PIAZZAROSE、田無工

業高校軽音部、西東京シネマ倶楽部、ＦＭ西東京、

アルゼンチン舞踊団ロス・ドゥエンデス、楊智二

胡楽団、URBANECREW、The Stripes
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協協協働働働ををを考考考えええるるるシシシンンンポポポジジジウウウムムム

-----協働の未来を語る-----

2 月 18 日（月）午後 2時から 4時 30 分まで、

西東京市役所保谷庁舎 4 階研修室にて、「協働を

考えるシンポジウム」が開かれます。

第一部は基調講演として、横浜市港北区で活

動をされている NPO 法人びーのびーの事務局

長の原美紀さんから、横浜市における先進的な

協働の取り組み事例を発表していただきます。

第二部は原さんをコーディネーターとして、

パネリストとして小松真弓さん（子どもアミー

ゴ西東京事務局長）、正満たつる子さん（みたか

市民協働ネットワーク代表理事）、鶴田篤司さん

（グループホームのどかホーム長）、浜名幹男

（西東京市生活文化スポーツ部協働コミュニテ

ィ課長）が参加予定。協働のイメージや情報を

共有するとともに、西東京市における今後一層

の協働の推進を図るために意見交換を行います。

入場無料で定員は 50 人です。参加希望の方は、

ゆめこらぼまでお申込みください。

西東京市のまちづくりを考える

2 月 21 日（木）午後 2時から 4時 30 分まで、

コール田無・多目的ホールにて、「まちづくり円

卓会議」が開催されます。

横田能洋さん（茨城 NPO センター･コモンズ

常務理事）の講演後、横田さんのコーディネー

トにより「居場所づくり」というテーマで円卓

会議を開催します。多様な立場の関係者が集ま

り、西東京市の地域課題解決について、どのよ

うに協働して解決につなげるかを協議します。

会議メンバーとして公民館、ほっとするまち

ネットワークシステム、地域包括支援センター、

児童館、社会福祉協議会、企業が参加予定。

西東京市のまちづくりを考える円卓会議を、

市民の皆さんに公開します。入場無料で定員は

50 人です。参加希望の方は、ゆめこらぼまでお

申込みください。

♪（２月以降のその他の行事）♪

◆ゆめサロン

子どもがいきいきと意見を言えるということ

ハンディキャップをもった元高校生が気づか

せてくれた「子どもの権利」。母校の先生と語る

涼さんと共に考えてみませんか。

▼2 月 17 日（日）午後 2 時～4 時、ゆめこら

ぼサロンコーナーで。▼つなぐ人：古谷高子さ

ん ▼語り手：梅村涼さん、孝本敏子さん（涼

さんの元担任）▼定員 20 人

電話、ファックスまたはＥメールでゆめこら

ぼまでお申込みください。

●登録団体の行事、イベント

＊詳細は、ゆめこらぼの HP イベント情報をご

覧ください。

「CD コンサート」

2 月 2 日（土）午後 6 時～、こもれびホール

「第 6 回 ボランティア基礎講座  遊べばいい
ってもんじゃない」

2 月 9 日（土）午前 10 時～、田無総合福祉センター

「 Early Mornin' Latin Jazz Orchestra   
ビッグバンド コンサート」

2 月 9 日（土）午後 2 時半～、西東京市民会館

「田無スマイル大学  フューチャー・セッション
＠西東京 第 2 回テーマ防災」

2 月 10 日（日）午前 10 時～、コール田無

「イラスト入門講座 2 回連続講座」

2 月 12 日（火）午後 2時～、田無庁舎 202 会議室

2 月 19 日（火）午後 2 時～、イングビル第 1 会議室

「韓国のあそびや音楽を楽しもう」

2 月 14 日（木）午前 10 時～、きらっと 2 階

「第 3 回 西東京ふれあいこどもまつり」

2 月 16 日（土）午前 11 時～、こもれびホール

「第 2 回 こそだてフェスタ＠西東京」

2 月 24 日（日）午前 10 時～、田無小学校

「東日本大震災から 2 年を前にして」

2 月 24 日（日）午後 1 時～、西東京市民会館
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～ＮＰＯマネジメント講座～
ホームページとスライドを上手
に使って広報力をアップ

2012 年 12 月 21 日（金）にきらっとシニア倶

楽部の佐藤力さん、吉田正彰さんを講師に迎え、

NPO マネジメント講座が開催されました。参加

者は、活動団体の広報に興味のある方や悩みを

持つ方など 15 名。

講座の前半は吉田さんより広報の幅を広げる

手段として、スライドの活用方法について紹介

がありました。きらっとシニア倶楽部がどのよ

うな場面でスライドを使ってきたかについて、

具体例のお話がありました。吉田さんはスライ

ド作りを通じて体感したこととして、活動団体

としてのアイデンティティ（自分たちは何をし

ているか）への気づきを挙げていました。スラ

イドを作成し、第三者へ活動をわかりやすく伝

える過程で、自分たちの団体について再確認す

ることができたということです。

後半は佐藤さんによる、ホームページを使っ

ての広報について紹介がありました。インター

ネットの特性を踏まえて、きらっとシニア倶楽

部が発行している情報誌の広報、活動情報の一

元管理などを目的としてホームページを作成し

たとのこと。佐藤さんは、ホームページは団体

の存在を知ってもらう重要な手段であり、名刺

と同じようなものだとおっしゃっています。ま

た、ホームページ作成の手順を、実際に作成サ

イトを用いて紹介しました。

参加者からは、「スライド、ホームページとも

具体的な説明でわかりやすかった」、「ホームペ

ージが簡単にできることにびっくりした」や「ホ

ームページ訪問者の感想を知りたい」などの感

想が寄せられました。

▼講師がスライドとインターネットを使って紹介

☆助成金情報☆
◆全日本冠婚葬祭互助協会社会貢献基金

【対象】活動実績が 3 年以上あるなど所定の条

件を満たす非営利組織（任意団体、ボランティ

アグループも可）、または大学、研究機関で行う

次の事業。(1)婚礼、葬儀など儀式文化の調査研

究 (2)一般的な在宅福祉対策で対応困難な分野

などでの高齢者支援・福祉活動 (3)重複障害、

難病に起因する障害をもつ障害児・者を対象に、

一般的な在宅福祉対策で対応困難な分野などで

の支援・福祉活動 (4)保護者等が死亡または著

しい後遺障害のため働けなくなった家庭の児童、

引きこもり、不登校の児童を対象とする支援・

慰問活動、その他児童の健全育成等に関するボ

ランティア活動 (5)植林、野生生物保護、公害

防止等の活動、地域の住民の参加を得て行う文

化財保護活動、リサイクル活動など (6)開発途

上地域、紛争地、被災地における医療活動、食

料・物資援助、教材・学校建設など人材育成を

目的とする国際協力・支援活動

【助成金額】1 件当たり上限 200 万円。(1)の研

究助成事業は上限 100 万円。総額約 1,000 万円

【応募期限】2013 年 2 月 28日（木）必着

【問い合わせ先】社団法人全日本冠婚葬祭互助

協会 社会貢献基金助成運営事務局

〒105－0004 東京都港区新橋 1-18-16-9F

電話 03-3596-0061

◆連合・愛のカンパ中央助成

【対象】対象団体は海外や国内で救援・支援活

動に取り組んでいる NGO・NPO 団体などの、

構成組織の推薦があるものとします。対象とな

る社会貢献活動は以下の通り。(1)大規模災害な

どの救援・支援活動 (2)戦争や紛争による難民

救済などの活動 (3)人権救済活動 (4)地球環境

保全活動 (5)ハンディキャップをもった人たち

の活動 (6)教育・文化などの子どもの健全育成

活動 (7)医療や福祉などの活動 (8)地域コミュ

ニティ活動。

※株式会社など営利を目的とする団体は助成の

対象外になります。また対象となった事業・プ

ログラムについては 5 回を限度とします。

【助成金額】助成希望事業プログラム内容申請

書に助成希望額を記入。

【応募期限】2013 年 3 月 31日（日）必着

【問い合わせ先】日本労働組合総連合会

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 3-2-11

連帯活動局 連合・愛のカンパ中央助成係

電話 03-5295-0513
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《新たな登録団体》
ゆめこらぼはオープンして間もなく 5 年目

を迎えます。登録団体の数も少しずつ増え続け、

ついに 100団体を超えました。

今後とも、ゆめこらぼ利用者の皆様とともに

協働を推進するとともに、スタッフ一同が市民

の皆様の手助けになるように尽力していきた

いと思います。

（2013 年月 1 月 31 日現在、カッコ内は団体の目的）

▼MUSIC TRAVEL
（ＣＤやレコードを高い音質で楽しんでいる、

趣味活動の任意団体）

▼田無スマイル大学実行委員会

（主にこれからの西東京市を担う人材を育て

るために、さまざまな講座を開講する）

▼仙人の家

（お年寄りや幼児の居場所提供を目的とした

コミュニティ・カフェ）

▼ボーイスカウト西東京第２団

（ボーイスカウト設立趣旨を生かして新たな

ことに挑戦し、子どもたちの自主性を育てる）

▼NPO 法人社会貢献ミュージカル振興会

（社会貢献ミュージカルの企画・制作・運営、

これらに関する人材の育成とマネジメント）

＜登録は合計 103 団体になりました＞

《購入図書のお知らせ》

ゆめこらぼでは、利用者の皆さまに役立てて

いただくために、下記の図書を購入しました。

サロンコーナーの書架に閲覧用

として置いていますのでどうぞ

ご利用ください。

『協同で仕事をおこす』

編著 広井良典

発行 コモンズ

開館日：水～月（10 時～21 時）土・日・祝日オープン

休館日：火曜日（祝日の場合は開館し次の平日に休館）・年末年始

〒188-0012 西東京市南町 5-6-18 イングビル 1 階

    西東京市市民協働推進センター ゆめこらぼ

Tel: 042-497-6950   FAX: 042-497-6951
E-mail: yumecollabo@ktd.biglobe.ne.jp

             URL: http://www.yumecollabo.jp/

-みんなの本棚

『東京は郊外から消えていく！』

－首都圏高齢化・未婚化・空き家地図－

ゆめこらぼが参加する近隣6市連絡会の帰路

で、参加者から本書を薦められた。

私事で恐縮だが、西東京市に移り住んで 10

年目、定年退職もして、これから地元でと思っ

ていた者としては身に詰まされて読んだ。

現時点では、1 都 3 県の東京圏での高齢化率

（65 歳以上の割合）は低い。団塊世代とそのジ

ュニア世代が多いためで、地方から流入し、マ

イホームを求めて郊外に移り住んでいる。

団塊世代の高齢化が進み、郊外からジュニア

世代が出ていけば、東京郊外はオールドタウン

どころか空き家・空き室だらけのゴーストタウ

ン化する危険性があると著者は述べている。

高齢化が避けられない以上は、東京の郊外を

ゴーストタウン化しないため、団塊ジュニア世

代を引き留め、さらには呼び込んでくるため

に、従来のベッドタウンの役割から、「住む、

働く、遊ぶ、買い物をする」人にとって魅力の

ある郊外になることが必要と説く。そして、住

民自らによる「住宅地マネージメント」でのゴ

ールドタウンを描いてみせる。

筆者としては、方法は兎も角、ゴールドタウ

ンに向けて微力を尽くしたい。（内田雅俊）

三浦 展<著>
光文社新書

840 円(税別)
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